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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 16,842 3.7 1,145 11.8 1,217 12.1 539 △3.8

22年3月期第2四半期 16,234 2.2 1,024 36.0 1,086 32.3 560 20.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 51.70 ―

22年3月期第2四半期 53.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 26,515 14,995 55.4 1,407.93
22年3月期 24,132 14,550 59.0 1,365.79

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  14,687百万円 22年3月期  14,247百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 13.00 23.00
23年3月期 ― 10.00

23年3月期 
（予想）

― 10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,900 1.8 2,100 △7.0 2,200 △8.3 1,150 △12.2 110.24



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は３ページ２.その他の情報をご覧ください。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年５月10日発表）の修正は行っておりません。上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したもの
であり、実際の業績は、今後様々な要素によって予想数値と異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は３ページの１.当四半期の連結業績
等に関する定性的情報の(3)連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「2.のその他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 10,438,000株 22年3月期  10,438,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  6,237株 22年3月期  6,200株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 10,431,771株 22年3月期2Q 10,431,800株
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 （１）連結経営成績に関する定性的情報 

   当第２四半期連結累計期間における日本経済は、新興国の経済成長力を原動力に回復基調が続いてまいりまし 

  たが、一方では米中経済の減速、円高や株安が企業や家計の心理を冷やし、設備投資や個人消費を下押す懸念も 

  出はじめ、景気の不透明感が強まってまいりました。 

   また、食品物流業界におきましても、個人消費の冷え込みや物流業者間の価格競争、また、受託料金の抑制や 

  燃油調達価格の上昇、さらに既存受託者における物流体制の見直しや変更なども加わり、厳しい経営環境のまま 

  推移いたしました。 

   このような環境の下、営業収益におきましては、前期後半からの段階的な新規寄託者の獲得や中部支店（愛知 

  県小牧市）の稼動開始（平成22年５月）による取扱物量の増加などが奏功し、前年同期比で増収を確保すること 

  ができました。 

   利益につきましては、燃油価格の上昇等のマイナス要因はありましたが、全社的に推進している業務改善によ 

  る経費削減の進捗による営業原価の抑制が図られたことや、新規拠点の立ち上げ費用が当初の見込みを下回った 

  ことなどにより、営業利益ならびに経常利益は前年同期比で増益を確保いたしました。 

   一方、四半期純利益につきましては、第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

  等による特別損失の計上により、前年同期比で減益となりました。 

   以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は 168億４千２百万円（前年同期比 3.7％増）、営業利益 

  は11億４千５百万円（前年同期比11.8％増）、経常利益は12億１千７百万円（前年同期比12.1％増）、四半期純 

  利益は５億３千９百万円（前年同期比3.8％減）となりました。 

  

  （セグメント別営業概況） 

   セグメントの状況は次のとおりであります。 

   ①ＤＣ事業（保管在庫型物流事業） 

    西日本地域における前期後半からの段階的な新規寄託者が本格稼動を開始したことや、中部支店の稼動開始 

   等により、低温食品の共同配送等が堅調に推移したことが主な要因となり、営業収益は 120億６千２百万円と 

   なりました。また営業利益は賃借料固定費等の削減などにより15億５千万円となりました。 

   ②ＴＣ事業（通過型センター事業） 

    量販店向けの取扱物量の伸び悩みなどにより、営業収益は41億５千６百万円となりました。また営業利益は 

   燃油価格の上昇などの影響により４億９千３百万円となりました。 

  

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

   資産、負債および純資産の状態につきましては、資産の部において、中部支店の建物及び構築物ならびにリー 

  ス資産の増加などにより、当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、 265億１千５百万円（前連結会計年度末 

  比23億８千３百万円増）となりました。負債の部においては、社債の発行、長期借入金の増加、リース債務の増 

  加などにより、 115億１千９百万円（前連結会計年度末比19億３千７百万円増）となりました。純資産の部は利 

  益剰余金の増加などにより、 149億９千５百万円（前連結会計年度末比４億４千５百万円増）となりました。以 

  上の結果、自己資本比率は55.4％(前連結会計年度末比 3.6ポイント減)となりました。 

  

  （キャッシュ・フローの状況） 

   当第２四半期連結会計期間末における現金および現金同等物（以下、「資金」という）は、14億３千２百万円 

  となり、前連結会計年度末と比較して５億３千４百万円の増加となりました。 

   ①「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

    当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は10億６千７百万円（前年同期比 6.3％ 

    減）となりました。これは税金等調整前四半期純利益が９億８千万円発生したことなどが主な要因です。 

   ②「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

    当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により、 

   11億８千１百万円（前年同期比51.8％増）の使用となりました 

   ③「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

    当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の増加及び社債発行 

   等により、６億４千８百万円の獲得（前年同期は３億７千９百万円の使用）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

   平成23年３月期連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の実績は通期の連結業績予想に対し 

  まして概ね50％程度の進捗であること、また第３四半期連結会計期間中に通過型センター事業において、大型セ 

  ンターの移転を計画していることなどにより、平成22年５月10日公表の数値の修正は行わないことといたします。 

  

 （１）期中における重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

  

 （２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の概要 

   ①法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の計上基準 

    法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に 

   よっております。 

   ②繰延税金資産の回収可能性の判断 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等発生状 

   況に著しい変化が無いと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ 

   ンニングを利用する方法によっております。 

  

 （３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続・表示方法等の変更 

   「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

    第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

   日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日） 

   を適用しております。 

    これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ１千６百万円減少し、税金等調整 

   前四半期純利益は２億１千８百万円減少しております。 

    また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は１億９千５百万円であります。 

  

 （４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

   該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,692,937 1,158,691

営業未収入金 3,197,753 3,017,725

繰延税金資産 203,793 176,318

その他 305,734 228,396

貸倒引当金 △332 △320

流動資産合計 5,399,886 4,580,812

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,188,241 5,435,368

機械装置及び運搬具（純額） 849,333 509,464

土地 8,032,980 8,032,980

リース資産（純額） 1,586,015 629,202

建設仮勘定 277,158 1,821,680

その他（純額） 14,832 15,537

有形固定資産合計 17,948,561 16,444,235

無形固定資産   

ソフトウエア 224,794 249,892

無形固定資産合計 224,794 249,892

投資その他の資産   

投資有価証券 1,339,114 1,289,134

長期貸付金 675,000 675,000

繰延税金資産 366,086 312,545

その他 574,452 593,205

貸倒引当金 △12,600 △12,600

投資その他の資産合計 2,942,053 2,857,285

固定資産合計 21,115,409 19,551,412

資産合計 26,515,296 24,132,225

負債の部   

流動負債   

営業未払金 1,271,330 1,197,786

短期借入金 1,143,000 2,364,600

未払法人税等 564,227 666,228

賞与引当金 303,820 224,920

役員賞与引当金 13,750 28,200

その他 2,031,835 2,152,500

流動負債合計 5,327,963 6,634,234
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

社債 1,240,000 －

長期借入金 1,841,500 928,000

リース債務 1,372,002 492,315

退職給付引当金 815,864 782,993

役員退職慰労引当金 129,010 132,294

再評価に係る繰延税金負債 526,424 526,424

その他 266,954 85,836

固定負債合計 6,191,756 2,947,863

負債合計 11,519,720 9,582,098

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,217,560 1,217,560

資本剰余金 1,392,060 1,392,060

利益剰余金 12,441,019 12,037,323

自己株式 △5,168 △5,140

株主資本合計 15,045,470 14,641,803

評価・換算差額等   

土地再評価差額金 △435,901 △435,901

その他有価証券評価差額金 77,670 41,757

評価・換算差額等合計 △358,230 △394,143

少数株主持分 308,336 302,467

純資産合計 14,995,576 14,550,127

負債純資産合計 26,515,296 24,132,225
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業収益 16,234,135 16,842,376

営業原価 14,173,618 14,674,997

営業総利益 2,060,517 2,167,378

販売費及び一般管理費 1,036,456 1,022,017

営業利益 1,024,060 1,145,360

営業外収益   

受取利息 9,016 9,031

受取配当金 9,635 18,328

持分法による投資利益 25,486 15,801

補助金収入 － 27,970

その他 54,513 65,666

営業外収益合計 98,652 136,797

営業外費用   

支払利息 33,369 47,938

社債発行費 － 15,203

その他 3,128 1,609

営業外費用合計 36,498 64,751

経常利益 1,086,214 1,217,406

特別利益   

固定資産売却益 474 175

特別利益合計 474 175

特別損失   

固定資産除売却損 2,536 2,389

投資有価証券評価損 56,716 25,782

減損損失 － 7,442

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 201,572

特別損失合計 59,252 237,187

税金等調整前四半期純利益 1,027,435 980,394

法人税、住民税及び事業税 525,086 539,425

法人税等調整額 △65,346 △105,671

法人税等合計 459,739 433,753

少数株主損益調整前四半期純利益 － 546,641

少数株主利益 7,130 7,331

四半期純利益 560,565 539,309
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業収益 8,193,710 8,640,097

営業原価 7,255,905 7,508,321

営業総利益 937,805 1,131,776

販売費及び一般管理費 588,656 533,010

営業利益 349,148 598,765

営業外収益   

受取利息 4,562 4,576

受取配当金 274 303

持分法による投資利益 13,553 10,144

補助金収入 － 2,970

その他 29,972 27,283

営業外収益合計 48,363 45,278

営業外費用   

支払利息 16,418 25,939

社債発行費 － 15,203

その他 1,250 984

営業外費用合計 17,669 42,126

経常利益 379,842 601,916

特別利益   

固定資産売却益 345 175

特別利益合計 345 175

特別損失   

固定資産除売却損 － 1,259

減損損失 － 7,442

特別損失合計 － 8,702

税金等調整前四半期純利益 380,188 593,390

法人税、住民税及び事業税 336,387 389,125

法人税等調整額 △166,249 △132,952

法人税等合計 170,138 256,172

少数株主損益調整前四半期純利益 － 337,217

少数株主利益 3,554 3,621

四半期純利益 206,496 333,596
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,027,435 980,394

減価償却費 385,990 571,162

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 11

賞与引当金の増減額（△は減少） 83,000 78,900

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,450 △14,450

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,780 32,871

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,624 △3,283

受取利息及び受取配当金 △18,652 △27,359

支払利息 23,339 47,938

持分法による投資損益（△は益） △25,486 △15,801

投資有価証券評価損益（△は益） 56,716 25,782

有形固定資産売却損益（△は益） △474 －

固定資産除売却損益（△は益） － 2,214

固定資産除却損 2,536 －

減損損失 － 7,442

売上債権の増減額（△は増加） △56,249 △180,028

仕入債務の増減額（△は減少） 41,387 73,543

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 201,572

その他 98,236 △66,709

小計 1,611,500 1,714,203

利息及び配当金の受取額 24,165 32,867

利息の支払額 △24,746 △45,615

法人税等の支払額 △472,346 △634,084

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,138,572 1,067,371

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △4,408 △4,255

投資有価証券の売却による収入 7,583 －

有形固定資産の取得による支出 △788,061 △1,116,462

有形固定資産の売却による収入 710 180

有形固定資産の除却による支出 △1,299 △157

無形固定資産の取得による支出 △5,154 △60,504

その他 12,536 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △778,094 △1,181,200

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 △1,100,000

長期借入れによる収入 － 1,260,000

長期借入金の返済による支出 △510,500 △468,100

社債の発行による収入 － 1,240,000

リース債務の返済による支出 － △146,236

自己株式の取得による支出 － △28

配当金の支払額 △114,631 △135,460

少数株主への配当金の支払額 △2,100 △2,100

その他 △52,698 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △379,930 648,074

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19,452 534,245

現金及び現金同等物の期首残高 1,022,917 898,691

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,003,464 1,432,937
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    該当事項はありません。 

  

  

 （事業の種類別セグメント情報） 

前第２四半期連結会計期間〔平成21年７月１日～平成21年９月30日〕           （単位：千円）    

   

前第２四半期連結累計期間〔平成21年４月１日～平成21年９月30日〕           （単位：千円）    

   

 （セグメント情報） 

  （追加情報） 

   第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21 

  年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号  

  平成20年３月21日）を適用しております。 

   前期以前は、一般に馴染みのある「業務形態別」（運輸業・倉庫業等）に報告して参りましたが、物流業界 

  における保管・仕分・運送等の一貫した事業が定着した現在、第１四半期連結会計期間から、より経営管理実 

  態に適合した「顧客形態別」の報告に変更することと致しました。 

  

  １．報告セグメントの概要 

    当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が可能であり、取締役会が経営資源 

   の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

    従いまして当社は、営業本部内に以下のセグメント別に事業部を置き、各事業部は包括的な戦略を立案し、 

   営業活動を展開しております。 

    「ＤＣ事業」においては、当社の倉庫内にて寄託貨物の保管・名義変更や車両別・届け先別の仕分けを行 

   うとともに、専用車による輸配送業務を行っております。「ＴＣ事業」においては量販店等の専用センター 

   内にて、店舗別・カテゴリー別仕分けや生産加工を行うとともに、即日配送による店舗納品までの受託業務 

   を行っております。 

  

    （注）１．「保管在庫型物流事業（ＤＣ事業）」：ＤＣとは、Distribution Center を省略した呼称 

       ２．「通過型センター事業（ＴＣ事業）」：ＴＣとは、Transfer Center を省略した呼称 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  運送事業 倉庫事業 その他事業 合計 消去又は全社 連結 

営業収益 

 ①外部顧客に 

  対する営業収益 
    5,594,474    2,253,486     345,749    8,193,710        －    8,193,710

 ②セグメント間の 

  内部営業収益 

  又は振替高 

      32,611      36,497      2,911      72,019      △72,019       －

計     5,627,085    2,289,984     348,660    8,265,730      △72,019    8,193,710

営業利益      702,941     210,289      24,574     937,805     △588,656     349,148

  運送事業 倉庫事業 その他事業 合計 消去又は全社 連結 

営業収益 

 ①外部顧客に 

  対する営業収益 
    11,093,697    4,433,543     706,894    16,234,135        －    16,234,135

 ②セグメント間の 

  内部営業収益 

  又は振替高 

      62,076      64,066      5,263     131,405     △131,405       －

計     11,155,773    4,497,609     712,158    16,365,541     △131,405    16,234,135

営業利益     1,524,472     475,474      60,570    2,060,517    △1,036,456    1,024,060
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  ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

 当第２四半期連結累計期間〔平成22年４月１日～平成22年９月30日〕    （単位：千円）            

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備輸送業等を含んでおります。 

    

当第２四半期連結会計期間〔平成22年７月１日～平成22年９月30日〕    （単位：千円）           

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備輸送業等を含んでおります。 

  

  報告セグメント       

  ＤＣ事業 ＴＣ事業 計  その他（注） 合計 

営業収益 

 ①外部顧客に 

  対する営業収益 
    12,051,671    4,137,662    16,189,333     653,042     16,842,376

 ②セグメント間の 

  内部営業収益 

  又は振替高 

      11,087      18,907      29,994       100       30,094

計     12,062,758    4,156,570    16,219,328     653,142     16,872,471

セグメント利益     1,550,357     493,067    2,043,424     123,953     2,167,378

  報告セグメント       

  ＤＣ事業 ＴＣ事業 計  その他（注） 合計 

営業収益 

 ①外部顧客に 

  対する営業収益 
    6,221,616    2,088,515    8,310,132     329,964     8,640,097

 ②セグメント間の 

  内部営業収益 

  又は振替高 

      5,495      9,489      14,984       100       15,084

計     6,227,112    2,098,005    8,325,117     330,064     8,655,181

セグメント利益      851,833     216,936    1,068,769      63,006     1,131,776
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   ３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書上との差額及び当該差額の主な内容 

  （差異調整に関する事項） 

当第２四半期連結累計期間〔平成22年４月１日～平成22年９月30日〕 （単位：千円）              

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

当第２四半期連結会計期間〔平成22年７月１日～平成22年９月30日〕 （単位：千円）              

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

    該当事項はありません。 

  

  

 利益  金額 

 報告セグメント 計             2,043,424

 「その他」の区分の利益              123,953

 全社費用（注）            △1,022,017

 四半期連結損益計算書の営業利益             1,145,360

 利益  金額 

 報告セグメント 計             1,068,769

 「その他」の区分の利益               63,006

 全社費用（注）             △533,010

 四半期連結損益計算書の営業利益              598,765

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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